
新年度の決意「一粒万倍」の実践
三郷市立前川中学校 校長 南 慎一

つい１ヶ月前には卒業式を行い１４２名の卒業生が前川中という人財城（人材城）
から巣立っていきました。学校はその役目を一つ終え、本年度は、新たに１３１名の
新入生を迎えての教育活動がいよいよ開始されます。希望に胸を膨らませている今だ
からこそ、全ての学校の教育活動に挑戦しきって、この１年間を達成感ある毎日にし
ていきましょう。きっとそのことが、自身の成長となり、社会貢献の一歩となるので
はないでしょうか。
昨年度の学校だよりにも書いた「私(校長)自身の幼少期の米の苗作り」にまつわる

続きを…… 「一粒万倍」と呼ばれる稲。たった１粒の種もみから実際、何粒のお米
が取れると思いますか。品種や栽培方法などにもよりますが千粒以上になると言われ
ています。単純に、それら全てがまた種もみとなれば、２年で百万粒を超える計算に
なります。
これは自然界の法則です。とある農業従事者が教えてくれたことです。「稲に限ら

ず、全ての植物もまた少しでも子孫を残すために懸命に生きています。」このことは、
私たち学校の教職員が日頃から取り組む「人財育成（人材育成）」にも通じることで
す。生徒一人ひとりの“心の田んぼ”に“人格形成や学力向上の種”をまく。そして
心を込めて育てる。やがて“個々の色とりどりの花”を咲かせ、たわわな“人財（人
材）”の実りの時期を迎えます。また農業従事者は言葉を継いで「生命は不思議です。
植物が成長するための最高の環境を整えるなど、育てる側の思いを具体的な形で実行
した分だけ、きちんと応えてくれる。」とのことです。私たち教職員の教育活動も全
く同じです。日々の教科や特別の教科道徳、総合的な学習の時間の授業、学習環境を
整える清掃活動、心身を鍛える放課後の部活動等の生徒の活動に、前川中の教職員全
員が粘り強く実践していく決意でおります。
新入生を含めた４１５名の全生徒は、前川中生としての誇りを持てるよう各個人が

具体的目標を設定し、“日本一のＡ（あいさつ）Ｋ（きれいな環境）Ｂ（勉強）”を実
践していくことが重要です。毎日の伸びは、わずかなものですが、積小為大につなげ、
根拠のある自信を作り上げていきましょう。

地域の方や保護者の皆様には、本校の日々の教育活動にご理解・ご協力をいただい
ているところですが、さらに忌憚のないご意見を頂戴し、学校の教育活動の改善に努
めてまいります。１年間どうぞよろしくお願いします。

「ＭＡＥＫＡＷＡ ＰＲＩＤＥ」 ～ 自信・可能性・誇り ～
三郷市立前川中学校 令和４年４月１０日（月）

生徒数１年１２３名 ２年１２９名 ３年１４１名 特支２２名 計４１５名

教育目標 「自 学」・「親 愛」・「鍛 錬」

 

日 曜 行 事 日 曜 行 事

１ 土 春季休業 １ 月

２ 日 ２ 火 部活動保護者会

３ 月 ３ 水 憲法記念日

４ 火 ４ 木 みどりの日

５ 水 ５ 金 こどもの日

６ 木 ６ 土

７ 金 準備登校(午前中) ７ 日

８ 土 ８ 月

９ 日 ９ 火

10 月 入学式（午前）・始業式（午後） 10 水 修学旅行３年

11 火 発育測定・教科書給与 11 木 修学旅行３年

12 水 給食開始･避難訓練 12 金 修学旅行３年・県学力学習状況調査1,２年

13 木 対面式・部活動見学開始 13 土

14 金 生徒写真撮影 14 日

15 土 15 月

16 日 16 火 中央委員会

17 月 自転車安全点検 17 水 県学力学習状況調査３年・PTA総会・尿検査

18 火 全国学力学習状況調査(全学調)3年 18 木

19 水 前期時間割開始・ふれあいデー 19 金

20 木 専門委員会 20 土

21 金 携帯電話教室・第１回保護者会 21 日

22 土 22 月 中間テスト

23 日 23 火

24 月 24 水 体育祭予行・尿検査二次・ふれあいデー

25 火 25 木 専門委員会

26 水 26 金

27 木 中央委員会・PTA新旧理事会 27 土 第42回体育祭

28 金 部活動本入部１年 28 日

29 土 昭和の日 29 月

30 日 30 火 振替休業日（体育祭）

31 水

※電話対応は、7時45分より18時00分です。勤務の関係により早めに終了する場合もござい
ますので、予めご了承ください。なお、週休日の電話対応はございません。

 

『さわやか相談室』のご案内 TEL 048-953-0099
〇開室は、月曜日から金曜日、１０時から５時までです。保護者の方も利用できます。

※事前にお電話をいただければ、スムーズにご利用いただけます。
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